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1. はじめに 
放送と通信などコンテンツの伝送路が多様化している

ことを受け，MPEG では新たなメディアトランスポート方

式として MPEG Media Transport (MMT)の標準化を進めて

いる[1]． 
筆者らは，放送・通信の連携に対応する必要性から，

次世代放送システムでは，トランスポート方式として

MMT を用いることを提案している[2]．MMT は，メディ

アの符号をカプセル化する形式，伝送する形式の他，制

御信号を規定しているが，放送システムを実現するため

には，サービスに応じた制御信号が必要となる．そこで

本稿では，放送サービス受信開始時のチャンネル選択か

ら映像信号や音声信号を提示するまでに必要となる MMT
の制御信号について検討する． 

2. MMT が規定する制御信号 
MMT では，コンテンツであるパッケージの利用及び伝

送に必要な制御信号を規定している．制御信号は，1) テ
ーブルや記述子を格納する“メッセージ”，2) 特定の情

報を示す要素や属性を持つ“テーブル”，3) より詳細な

情報を示す“記述子”の３階層から構成される．ISO/IEC 
DIS 23008-1 [1]に規定される制御信号を表 1 に示す．表 1
のうち，PA メッセージは最初に受信・処理される制御信

号であり，複数のテーブルを含むことができる．また MP
テーブルは，パッケージを構成する映像信号や音声信号

であるアセットの情報を伝える制御信号である． 
MMT は ISO/IEC 標準として様々な用途に対応できるよ

う，基本的な制御信号だけを規定する．そのため，具体

的なサービスに応じて必要となる制御信号を，ISO/IEC 標

準とは別に規定する必要がある[3]． 

3. 次世代放送システムにおける制御信号 

3.1 次世代放送システムのレイヤーモデル 

筆者らが提案している次世代放送システムのレイヤー

モデルを図 1 に示す．このシステムでは，放送サービスを

構成する映像信号・音声信号の符号を MMT パケット化す

る．MMT パケットは IP パケットを用いて放送あるいは通

信回線で伝送する．IP パケットを放送で伝送する際は，

TLV 多重化方式[4]を用いる． 
提案するシステムでは，TLV- Signaling Information (SI)，

IP-SI，MMT-SI の３種類の制御信号を設けている．TLV-
SI は，放送伝送路の IP パケットを多重・分離するための

制御信号であり，TLV-Network Information Table (NIT)， 
Address Map Table (AMT)が規定されている[4]．IP-SI は，

MMT で伝送する信号に加えデータ伝送方式で伝送する信

号を対象とする制御信号である．MMT-SI は，MMT で伝

送するパッケージに関する制御信号である． 

3.2 コンテンツの提示のための制御信号の設計 

PA メッセージは，MMT パッケージを受信する際に最

初に処理される制御信号であるが，放送の受信において

映像信号や音声信号を提示するためには機能が不足する．

放送では任意のタイミングで受信を開始できるようにす

るため，チャンネル選択から所望の映像信号や音声信号

を提示するまでに必要な制御信号を周期的に送出する必

要があるためである．そこで，放送システムで用いる形

式に適した制御信号を設計する． 

 

 
図 1 提案する放送システムのレイヤーモデル 
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表 1-1 メッセージ 

(a) パッケージの利用のためのメッセージ 
Package Access (PA) メッセージ 
MMT Composition Information (MCI) メッセージ 
Clock Relation Information (CRI) メッセージ 
MMT Package Table (MPT) メッセージ 
Device Capability Information (DCI) メッセージ 

(b) パッケージの伝送のためのメッセージ 
Measurement Configuration (MC) メッセージ 
Application Layer-Forward Error Correction (AL-FEC) 
メッセージ 
Hypothetical Receiver Buffer Model (HRBM) メッセージ 
Reception Quality Feedback (RQF) メッセージ 

表 1-2 テーブル 
PAテーブル 
MCI テーブル 
MP テーブル 
CRI テーブル 
DCI テーブル 
Security Information (SI) テーブル 

表 1-3 記述子 
CRI 記述子 
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制御信号の設計にあたり考慮する要件は以下の通りで

ある．  
 Media Processing Unit (MPU)単位の提示時刻を示せる

こと 
 MMT では，映像信号や音声信号の提示時刻は制御信

号として伝送する．任意のタイミングでの受信開始

を実現するため，MPU の伝送にあわせ，その提示時

刻を示す必要がある． 
 サイズが小さく高速処理が可能なこと 

高頻度で送出する必要があることから，制御信号の

サイズが小さく，さらに，その処理には高い即時性

が求められる． 
 これらの要件を満足し，受信開始時に必要な情報を提

供する制御信号として，図 2 に示す構造の MPU 
Timestamp 記述子を設計した．この記述子は，MP テーブ

ルのアセットごとの記述子領域に挿入して伝送する．ま

た，この記述子を用いて，MPU の提示位置としてレイア

ウト番号及び領域番号を指定できることとした．レイア

ウト番号へのレイアウトや領域の割り当ては，MPU 
Timestamp 記述子ほど高頻度で送出する必要がないことか

ら，MPU Timestamp 記述子とは別に，レイアウト設定テ

ーブルを用いて行うこととした． 

3.3 チャンネル選択時の動作 

MPU Timestamp 記述子を用いた，放送におけるチャン

ネル選択から，所望の映像信号や音声信号を提示するま

でのフローを図 3 に示す． 
利用者のチャンネル選択は，受信する IP データフロー

の指定により行われる．指定された IP データフローに対

し，AMT を用いて対応するサービス ID を特定する．次に，

TLV-NIT を用いて，対応するサービス ID の物理チャンネ

ルを特定し，選局処理を行う．この結果，所望の IP デー

タフローが放送受信機のフロントエンド部から出力され

る． 
このように受信した IP パケットは MMT パケットを格

納している．ここから MMT パケットヘッダーの packet_id
フィールドの値が 0x0000 である MMT パケットを選択し，

PA メッセージを取得し，さらに，メッセージ内の MP テ

ーブルを取得する． 
放送では，一つの IP データフローに複数のパッケージ

が多重される場合がある．そこで，得られた MP テーブル

のパッケージ ID が，指定されたサービス ID と一致する

ことを確認する．一致しない場合，PA メッセージに含ま

れるパッケージリストテーブルを取得し，必要なサービ

ス ID の MP テーブルを伝送する MMT パケットの

packet_id を特定する． 
MP テーブルに記載される general_location_info から，コ

ンテンツを構成するアセットを伝送する IP データフロー

及び packet_id を特定する．同時に MPU Timestamp 記述子

から，MPU の提示時刻とレイアウト番号を特定する． 
次に，アセットとして特定した packet_id の MMT パケ

ットを選択し，必要な MPU を取得する．このようにして

取得した MPU を，指定の提示時刻に，指定のレイアウト

番号と領域番号の位置に提示（図 4）することで，映像信

号や音声信号の提示を行う． 

4. まとめ 
本稿では，放送システムの実現に必要となる，コンテ

ンツの提示のために必要な MMT の制御信号を検討した．

今後，スーパーハイビジョン放送の実現に向け，送受信

装置の開発を進め機能検証を行う予定である． 
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図 2 MPU Timestamp 記述子の構成 
（図中の数字はビット数を示す） 

IPデータフロー入力

AMT受信
・当該IPデータフロー検索
・当該IPデータフローのサービスIDを取得

TLV-NIT受信
・サービスリスト記述子を参照
当該サービスIDのTLV_stream_idを取得

・衛星分配システム記述子を参照
当該TLV_stream_idの搬送周波数を取得

フロントエンド部での選局処理

当該IPデータフローを受信
・ packet_id=0のパケットを受信し，PAメッセージを取得
・ PAメッセージ内のMPテーブルを取得

MPテーブルのパッケージ
IDとサービスIDが一致？

・アセットを伝送するIPデータフロー及び
packet_idを取得
・ MPU TimeStamp記述子からMPUのタイム
スタンプ及びレイアウト番号を取得

・アセットごとのpacket_idのパケットを受信
し，MPUを取得
・ MPUを抽出

・タイムスタンプ及びレイアウト番号に基づ
きMPUを提示

yes

・ PAメッセージ内のパッケージリスト
テーブルを取得
・所望のパッケージIDのMPテーブル
のpacket_idを取得

・当該packet_idのパケットを受信し，
PAメッセージを取得
・ PAメッセージ内のMPテーブルを取得

no

 
図 3 放送サービス受信開始時の動作フロー 

 
図 4 レイアウト番号と領域番号の例 
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